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 愛知県立大学大学院看護学研究科学位審査規程第 13 条および看護学研究科博士後期課程の学位に
関する内規第 14 条、第 16 条に基づき、平成 30 年 2 月 6 日、第 1 回審査委員会を開催した。本論文
については、上記内規第 16 条の条件を満たしていることを確認した。図表の表記方法、文章の誤記
等に対し、一部修正の指摘があり、修正を行ったうえで最終試験に臨むこととした。 
 また、副論文として予備審査時に確認した次の 2 編を認めた。 
1) 森礼子，後閑容子，石原多佳子(2013)．保健師の地域 DOTS における初回面接時の支援－服薬完
遂者と服薬中断者との比較－．日本結核病学会，第 88 巻(11)，739－747． 
2) 森礼子，後閑容子(2011)．健康づくり情報交流会議からみるコミュニティ・エンパワメント過程
の一事例に関する検討．岐阜看護研究会誌，第 3 号，111-120． 
 平成 30 年 2 月 14 日、愛知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程の学位に関する内規 17 条に














に、フィリピン人結核患者用リスクアセスメント票を開発する、という 2 段階で構成された。 
 
研究 1：妥当性のある地域 DOTS（直接監視下短期化学療法）リスクアセスメント票モデルの開発 
 研究 1 では、国内外の先行研究を丁寧に検討し、結核患者の脱落中断要因をリストアップするとと
もに、東海 4 県の 57 保健所からリスクアセスメント票を収集し、リスク項目を集約して調査表を作
成した。 









果、｢副作用の出現｣｢副作用の理解なし｣｢治療中断歴｣の 3 項目は 2 点の重みづけ配点をし、属性であ
る｢罹患部位（潜在性結核）｣は該当した場合加点 1 点とすることとした。また、必要な項目として












 研究 2 では、研究 1 で開発したリスクアセスメント票モデルを基に、フィリピン人結核患者の特徴
を加味した、フィリピン人用リスクアセスメント票モデルを開発した。 







 次に、協力の得られた東海 4 県の保健所保健師に、新規のフィリピン人結核患者に対し作成したリ
スクアセスメント票案の試行を依頼し、利用可能性を検討した。十分な新規発生患者が得られなかっ
たため、治療終了患者を想起してもらっての後ろ向き試行を追加し、新発生患者に対する試行 5 件、





最終的に 32 項目からなるフィリピン人結核患者用リスクアセスメント票を作成した。 
 研究対象者が限定される中で対象者獲得に最大限の努力をし、十分に対象者が得られないと判断し
た時点で後ろ向き調査を加えるなど、限界を理解しつつ工夫して研究を進めることができた。その結
果、開発したフィリピン人結核患者用リスクアセスメント票の使用可能性については、一定の範囲で
検証されたと思われる。しかし、本リスクアセスメント票が、フィリピン人結核患者の脱落中断リス
クを正しく判定できるかについては明らかにされていないため、今後の課題であることも論文で明示
できていた。 
 公開審査では、審査委員から、フィリピン人のリスクを適切に反映しているか、表現について適切
であるか、対象者が限定されたことによる汎用性への考えなどについて質問があり、一部主観的な回
答もみられたが、全体として適切な回答がなされていた。東海 4 県という限定された範囲であった点
については、単独で実施する博士課程での研究の限界を自覚しており、今後は協力者を募り研究を発
展させたいなど、今後の課題について適切な回答がなされた。 
 以上を総合し、本論文は、研究の独創性、新規性、発展性、先行研究の適切な活用、データ収集と
分析の適切性、看護への示唆等、内規に定められた項目について基準を満たしており、看護の実践・
研究の発展に寄与する学術上価値ある論文であり、博士（看護学）の学位を授与するに値するものと
判定した。 
 
 
 
 
